
　　　

身体拘束適正化 フローチャート

現場で身体拘束を必要と考えられる事態発生

３要件（切迫性・一時性・非代替性）のチェック

担当・主任・専門員・サビ管で要否の検討

管理者（施設長）に報告及び検討

個別支援計画書の作成

（身体拘束･身体拘束廃止への取組み）

利用者・保護者等に説明・報告

身体拘束に関する説明及び同意書発行

身体拘束の実施

身体拘束適正化の指針を参照し

『個別支援会議』実施（※毎月）

身体拘束に関する経過観察・日々の記録

個別支援計画（身体拘束）

身体拘束廃止
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身体拘束適正化 フローチャート（感染リスクコントロール）

現場で新型コロナ・インフルエンザもしくはその疑いのある利用者

３要件

・切迫性：障がい特性により他者への感染リスクが著しく高いこと

・一時性：できるだけ頻回に観察・再検討し、隔離期間が終了、又は症

状が改善する等して他者への感染リスクという要件を満たさなくなっ

た場合は速やかに介助すること

・非代替性：感染リスクが高い行動が継続して見られる予測が立ち、感

染予防の方法を検討した結果、居室施錠以外、適切な方法がないこと

夜間及び突発的・緊急時

居室隔離・居室施錠の実施

看護師・管理者（施設長）に報告

抗原検査・ＰＣＲ・インフルエンザ検査の実施

陽性

新型コロナＢＣＰ対応

身体拘束に関する説明及び

同意書発行

陰性

体調回復するまで居室隔離・施錠

利用者・家族に説明・報告

体調回復・居室施錠解除

身体拘束適正化検討委員会に報告・振返り確認


